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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 24日 (2007.5.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 解 質 及 び 前 記 電 解 質 の 両 側 に 設 け ら れ る 触 媒 層 を 備 え る 電 解 質 ・ 触 媒 構 造 体 と 、 前 記 電
解 質 ・ 触 媒 構 造 体 の 両 側 に 設 け ら れ る 集 電 体 層 と 、 前 記 集 電 体 層 の 外 側 に 設 け ら れ る セ パ
レ ー タ と 、 を 備 え る 燃 料 電 池 で あ っ て 、
　 集 電 体 層 に は 反 応 ガ ス が 供 給 さ れ る と と も に 、 前 記 集 電 体 層 は 生 成 水 排 出 促 進 手 段
を 備 え 、
　 前 記 反 応 ガ ス の 下 流 部 で あ る と と も に 前 記 集 電 体 層 に お け る 前 記 触 媒 層 側 の 部 位 を 第 １
の 部 位 、
　 前 記 反 応 ガ ス の 下 流 部 で あ る と と も に 前 記 集 電 体 層 に お け る 前 記 セ パ レ ー タ 側 の 部 位 を
第 ２ の 部 位 、
　 前 記 反 応 ガ ス の 上 流 部 で あ る と と も に 前 記 集 電 体 層 に お け る 前 記 セ パ レ ー タ 側 の 部 位 を
第 ３ の 部 位 、
　 前 記 反 応 ガ ス の 上 流 部 で あ る と と も に 前 記 集 電 体 層 に お け る 前 記 触 媒 層 側 の 部 位 を 第 ４
の 部 位 、 と す る と き 、
　 前 記 生 成 水 排 出 促 進 手 段 は 、 前 記 第 １ の 部 位 に の み 備 え ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 燃 料
電 池 。
【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】

前 記

前 記 集 電 体 層 に 当 接 す る 前 記 セ パ レ ー タ の 当 接 面 は 平 面 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 燃 料 電 池 。

前 記 生 成 水 排 出 促 進 手 段 は 、 前 記 第 １ の 部 位 を な す 部 材 で あ っ て 、



　

【 請 求 項 ４ 】

　
　
【 請 求 項 ５ 】

【 請 求 項 ６ 】

　

【 請 求 項 ７ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 手 段 を と る 。 す な わ ち 、
  請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 電 解 質 及 び 当 該 電 解 質 の 両 側 に 設 け ら れ る 触 媒 層 を 備 え る 電
解 質 ・ 触 媒 構 造 体 と 、 電 解 質 ・ 触 媒 構 造 体 の 両 側 に 設 け ら れ る 集 電 体 層 と 、 集 電 体 層 の 外
側 に 設 け ら れ る セ パ レ ー タ と 、 を 備 え る 燃 料 電 池 で あ っ て 集 電 体 層 に は 反 応 ガ ス が 供 給
さ れ る と と も に 、 当 該 集 電 体 層 は 生 成 水 排 出 促 進 手 段 を 備 え 、 反 応 ガ ス の 下 流 部 で あ る と
と も に 集 電 体 層 に お け る 触 媒 層 側 の 部 位 を 第 １ の 部 位 、 反 応 ガ ス の 下 流 部 で あ る と と も に
集 電 体 層 に お け る セ パ レ ー タ 側 の 部 位 を 第 ２ の 部 位 、 反 応 ガ ス の 上 流 部 で あ る と と も に 集
電 体 層 に お け る セ パ レ ー タ 側 の 部 位 を 第 ３ の 部 位 、 反 応 ガ ス の 上 流 部 で あ る と と も に 集 電
体 層 に お け る 触 媒 層 側 の 部 位 を 第 ４ の 部 位 、 と す る と き 、 生 成 水 排 出 促 進 手 段 は 、 第 １ の
部 位 に の み 備 え ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 燃 料 電 池 に よ り 、 上 記 課 題 を 解 決 す る 。
  

  こ こ に 、 「 反 応 ガ ス の 下 流 部 」 と は 、 集 電 体 層 内 に お け る 反 応 ガ ス の 流 れ の 前 半 を 含 ま
な い 、 集 電 体 層 の 部 位 で あ っ て 、 電 解 質 ・ 触 媒 構 造 体 の 面 方 向 に 長 さ を 有 し て い る 。 ま た
、 「 反 応 ガ ス の 上 流 部 」 と は 、 集 電 体 層 内 に お け る 反 応 ガ ス の 流 れ の 後 半 を 含 ま な い 、 集
電 体 層 の 部 位 で あ っ て 、 電 解 質 ・ 触 媒 構 造 体 の 面 方 向 に 長 さ を 有 し て い る 。 一 方 、 「 集 電
体 層 に お け る 触 媒 層 側 の 部 位 」 と は 、 触 媒 層 に 当 接 す べ き 集 電 体 層 の 面 の 少 な く と も 一 部
を 含 む 部 位 で あ っ て 、 電 解 質 ・ 触 媒 構 造 体 、 集 電 体 層 、 及 び 、 セ パ レ ー タ を 積 層 す べ き 方
向 に 長 さ を 有 し 、 か つ 、 セ パ レ ー タ と は 当 接 し な い 部 位 で あ る 。 当 該 部 位 の 具 体 例 と し て
は 、 集 電 体 層 を 、 上 記 積 層 す べ き 方 向 を 法 線 方 向 と す る 面 に よ り 、 等 し い 厚 さ の ２ つ の 領
域 に 切 断 し た 場 合 に お け る 、 触 媒 層 側 に 位 置 す る 集 電 体 層 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 さ ら
に 、 「 集 電 体 層 に お け る セ パ レ ー タ 側 の 部 位 」 と は 、 電 解 質 ・ 触 媒 構 造 体 、 集 電 体 層 、 及
び 、 セ パ レ ー タ を 積 層 す べ き 方 向 に 長 さ を 有 し 、 か つ 、 触 媒 層 と は 当 接 し な い 部 位 で あ る
。 当 該 部 位 の 具 体 例 と し て は 、 集 電 体 層 を 、 上 記 積 層 す べ き 方 向 を 法 線 方 向 と す る 面 に よ
り 等 し い 厚 さ の ２ つ の 領 域 に 切 断 し た 場 合 に お け る 、 セ パ レ ー タ 側 に 位 置 す る 集 電 体 層 等
を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
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前 記 第 １ の 部 位 を な す 部 材 は 、 前 記 第 ２ の 部 位 を な す 部 材 及 び 前 記 第 ４ の 部 位 を な す 部
材 よ り も 大 き な 気 孔 率 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 燃 料 電 池 。

請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 で あ っ て 、
さ ら に 、 前 記 集 電 体 層 は 乾 燥 抑 制 手 段 を 備 え 、
前 記 乾 燥 抑 制 手 段 は 、 前 記 第 ３ の 部 位 に の み 備 え ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 燃 料 電 池 。

前 記 第 ３ の 部 位 を な す 部 材 は 、 前 記 第 ２ の 部 位 を な す 部 材 及 び 前 記 第 ４ の 部 位 を な す 部 材
よ り も 大 き な 気 孔 率 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 燃
料 電 池 。

前 記 乾 燥 抑 制 手 段 は 、 前 記 第 ３ の 部 位 を な す 部 材 で あ っ て 、
前 記 第 ３ の 部 位 を な す 部 材 は 、 前 記 第 ２ の 部 位 を な す 部 材 及 び 前 記 第 ４ の 部 位 を な す 部

材 よ り も 大 き な 気 孔 率 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 燃 料 電 池 。

前 記 集 電 体 層 は 、 発 泡 金 属 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず
れ か １ 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 。

、

請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 に お い て 、 集 電 体 層 に 当 接 す る セ
パ レ ー タ の 当 接 面 は 平 面 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 に お い て 、 生 成 水 排 出 促 進
手 段 は 、 第 １ の 部 位 を な す 部 材 で あ っ て 、 当 該 第 １ の 部 位 を な す 部 材 は 、 第 ２ の 部 位 を な
す 部 材 及 び 第 ４ の 部 位 を な す 部 材 よ り も 大 き な 気 孔 率 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 に お い て 、 さ
ら に 、 集 電 体 層 は 乾 燥 抑 制 手 段 を 備 え 、 当 該 乾 燥 抑 制 手 段 は 、 第 ３ の 部 位 に の み 備 え ら れ
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 に お い て 第
３ の 部 位 を な す 部 材 は 、 第 ２ の 部 位 を な す 部 材 及 び 第 ４ の 部 位 を な す 部 材 よ り も 大 き な 気
孔 率 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
  

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 に お い て 、 集
電 体 層 は 、 発 泡 金 属 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 反 応 ガ ス の 下 流 部 で あ る と と も に 触 媒 層
側 で あ る 集 電 体 層 部 位 に 生 成 水 排 出 促 進 手 段 が 備 え ら れ て い る の で 、 触 媒 層 内 の 反 応 場 に
お い て 生 成 さ れ た 水 を 、 生 成 水 排 出 促 進 手 段 に よ り セ ル 外 へ と 排 出 す る こ と が で き る 。 し
た が っ て 、 反 応 ガ ス の 下 流 部 に お い て 発 生 し や す い フ ラ ッ デ ィ ン グ を 抑 制 す る こ と が 可 能
で あ る た め 、 発 電 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 な 燃 料 電 池 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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３ 又 は ２

４ ～ ３ の い ず れ か １ 項

５ 、

請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 燃 料 電 池 に お い て 、 乾 燥 抑 制 手 段 は 、 第 ３
の 部 位 を な す 部 材 で あ っ て 、 第 ３ の 部 位 を な す 部 材 は 、 第 ２ の 部 位 を な す 部 材 及 び 第 ４ の
部 位 を な す 部 材 よ り も 大 き な 気 孔 率 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

７ ６

及 び 請 求 項 ２



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 部 位 を な す 部 材 が 生 成 水 排 出 促 進 手 段 で あ り 、
生 成 水 排 出 促 進 手 段 と し て の 役 割 を 兼 ね る 集 電 体 層 の 当 該 部 材 は 、 大 き な 気 孔 率 を 有 し て
い る の で 、 反 応 ガ ス は 第 １ の 部 位 を 流 れ や す い 。 そ の た め 、 反 応 ガ ス の 下 流 部 で は 、 集 電
体 層 の 中 で も 触 媒 層 側 の 部 位 に 多 く の 反 応 ガ ス が 流 れ る 結 果 、 触 媒 層 の 反 応 場 に お い て 生
成 さ れ た 水 が 反 応 ガ ス に よ り セ ル 外 へ と 持 ち 去 ら れ や す く な る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ
れ ば 、 フ ラ ッ デ ィ ン グ を 抑 制 す る こ と が 可 能 で あ る た め 、 発 電 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が 可
能 な 燃 料 電 池 を 容 易 に 提 供 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 第 ３ の 部 位 に 乾 燥 抑 制 手 段 が 備 え ら れ て い る ほ か 、 第
１ の 部 位 に は 生 成 水 排 出 促 進 手 段 が 備 え ら れ て い る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ラ
ッ デ ィ ン グ を 抑 制 す る こ と が 可 能 で あ る と と も に 、 反 応 ガ ス の 上 流 部 に お け る 電 解 質 の 乾
燥 を 抑 制 す る こ と が 可 能 で あ る た め 、 発 電 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 な 燃 料 電 池 を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 第 ３ の 部 位 を な す 部 材 が 気 孔 率 を 有 し て い る の
で 、 反 応 ガ ス は 第 ３ の 部 位 を 流 れ や す い 。

そ の
た め 、 反 応 ガ ス の 上 流 部 で は 、 集 電 体 層 の 中 で も 触 媒 層 か ら 離 れ た セ パ レ ー タ 側 の 部 位 に
多 く の 反 応 ガ ス が 流 れ る 結 果 、 触 媒 層 近 傍 か ら の 生 成 水 蒸 発 速 度 が 小 さ く な る た め 、 反 応
ガ ス の 上 流 部 に お け る 電 解 質 の 乾 燥 が 抑 制 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 発 電 性
能 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 な 燃 料 電 池 を 容 易 に 提 供 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 集 電 体 層 は 、 発 泡 金 属 に よ り 形 成 さ れ る た め 、 発 電 性
能 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 な 燃 料 電 池 を 容 易 に 提 供 す る こ と が で き る 。

(4) JP 2006-12546 A5 2007.7.12

３

４

５ 大 き な
さ ら に 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 第 ３

の 部 位 を な す 部 材 が 乾 燥 抑 制 手 段 で あ り 、 乾 燥 抑 制 手 段 と し て の 役 割 を 兼 ね る 集 電 体 層 の
当 該 部 材 は 、 大 き な 気 孔 率 を 有 し て い る の で 、 反 応 ガ ス は 第 ３ の 部 位 を 流 れ や す い 。

７
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